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ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽヽ

民
事
裁

判

は
裁

判
官

が
雷
撃
者

の
代

理
人
た

る
塀

護
士

の
提
出
し
た

る
鐙
嬢

を
調
査
し

て
裁

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

判

を
覆
す

の
で
あ

っ
y
'裁
判

は
結
局
裁
判
官

の
外

に
摺
護
士

の
協

力

が
必
要

で
あ

る

だ
云

ふ

く
も
差

文

へ
覆

い
状

態

で
あ

る
｡

≡

1.
民
事

の
寧
著

-
は
民
事

訴

語
は
我
国

で
年

々
幾
何
あ

り
叉
其
訴

諮
億

額

は
幾

何
礎

か

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

l
ヽ

芭
云
ふ

に
年

々
新
し
-
起

る
詐
語
数

は

一
審
(地
方
及

び
底

裁
判

所
)で

二
十
再
伸

を
超

過
し
(註

ヽ

l

ヽ

t
ヽ
ヽ

(
)｡
且
其
倍
額

は
年
々

二
億
高
風

位

に
相
普

す

る
79
の
が
新

に
起

る

の
で
あ

る
岳

〓
)
｡

其
慣

額

の
中

に
は
金

磯

の
文

殊

に
陶

す

る
も

の
だ
金
成

に
評

燈
し
尤

も

の

望
例

へ
ば

土

地
鹿

屋

に

関

す
る
訴

琴
倍
額

芝
の
食
計

で
あ

る
が
'金

駿

に
評
慣

し

た
も

の
は
賓

際

の
倍

数

よ

ら
廉

債

に

鬼
凝

っ
て
偽

る

の
が
澄
朝

野

の
増

之
れ

を
賓

際

の
時
僧

に
評
腰
す

る

乙

だ
AiJ
す
れ

ば
寒

冷
優



に
右

二
億

高
閲

以

上
を
超

過

せ

る
倍

額

の
訴

語
が
起

っ
て
居

る

の
で
あ

る
｡

右

は
明
治

四
十

五

年
以
後

大

正
十

7
年

迄

の
分

で
あ

る

が
其
後

棒

に
近
年

は
そ
れ

よ
も
も
非

常

に
超

過

し
食

計

新

に
三
億
寓
回

位

に
軸
管

す
る
倍

額

の
諦

語

が
起

り
又

起

っ
て
居

る
も

の

だ
恩
は

る

る

の

で

あ

る
｡'

'

'
'
>

〓
'

一
般

の
人

は
訴

諮

家
督

は
自

分

が
直
接

昏
尊
者

に
な

っ
て
居

る
評

で
覆

い
の
や
'従

っ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

て
や

う

で

も
宜

S
と
し

て
僚

ち
問
題

に
せ

ぬ
か
も
知

れ

覆

S
が
虚

し

イ)
然
ら
ば

大

覆

る
間
違

弘
で
あ

る
.

年

々
新
し
-
起

る
事

件

が
三
億
寓
固

内

外

の
倍
額

で
あ

っ
て
此
倍

額

の
訴

熟

が

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

異

質

に
食

す

る
や
'叉

其
解

決

が
迅
速

に
宥

-

か
並

び
に
安

住

に
廉

債

に
進

捗

す

る
や

否

や

は

雷
撃

者

に
採

り
非

常

在

る
利
草

餅

係

を
及
ぼ

す
は
勿
論
雷
撃

者
以

外

の
も

の

に
も
影
響

を

及

ヽ
ヽ

●
ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ぼ
し
扇

S
で

一
般

経
緯

敢
倉

に
も
大

影
響

を
及

ぼ

す

の
で
あ

る

か
ら
吾

人
は
裁

判

の
内

容

及

び
其

手
段
方

法

に
は
大

に
注

意

せ

ね
ば

苫
ら

沿

の
で
あ

っ
て
彼
岸

の
火
炎

･fJ
し

て
傍

観

戒
す

る
評

に
は
行

か
ぬ

の
で
あ

る
｡

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

t

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

要

す

る

に
民
事

の
訴

語
は

I
の
融
合
問
題

で
あ

っ
V
.従

っ
て
此
解

決
方

法
光

る
裁
判

は

l

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

e.
ヽ

の
散
骨

改
発

の

一
部

に
属

す

る
も

の
で
換

言
す

れ
ば
裁

判

が
異
質

に
食

し
且
迅
速
及

び
廉

債

に
終

了

す

る
や
否
や

は
社
食

政
策

の

一
部

と
し

て

の
民
事

政
策

･IJ
し

て
大

に
考
慮

を

遊

芸
覆

第
三
十
八
番

(七
八
一
)

論

説

民
事
政
菜
と
砕
き
士
制
度
(
英

こ

第
五
戟

二
七



第
三
十
八
番

(七
八
二
)

論

説

民
事
政
策
と
静
護
士
別
度
(
英

1
)

第
五
戟

二
八

ヽ

一

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

け
れ

ば

在
ら

ぬ
問
題

で
あ
惹

.

赴
禽
問

題

従

っ
て
赴
禽

政
策

(So
z

ialpo
titik)だ
は
何

空

茶
ふ
や

ヽ
ヽ

だ
云
ふ

に
桑

田
博
士

の
詮

明
に
よ
れ
ば
｢敢
骨
問

題

亡
は
虞

狭

二
様

の
義

が
あ

っ
て
贋

義

に
云

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

へ
ば
大
資

本
家

だ
小
資

本
家

}J
の
衝
突

及

び
資

本
家

W
静
物

者

だ
の
衝
突
問

題

を
意
放

し
'狭

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

義

に
於

七
は
資

本
家

}J
労
働

者

と
の
衝

突
を
云

ふ
の
で
あ

っ
て

一
種

の
経
済
問

題

で
即
ち
貧

_
ヽ
ヽ
ヽ

富

の
衝

突

に
蘭

す

る
問
題

を
去

ふ

の
で
あ
h
t此
間

題

の
解

決
方

法
を
詩

ず

る

り
が
敢
脅

政
策

で
あ

る
｣だ
云
ふ

の
で
あ

る
.

経
済

上

に
於

で
79
叉
講

挙

上

に
於

て
も
鹿
骨

問
題
'従

っ
て
赴
合
ヽ
ヽ

致
寛

ぎ
は
博
士

の
云

は
る
る
が
如
き

意
義

が
晃

怒
り

だ
す
れ
ば
余

は
赦
禽
問

題

を
最

も
虞

義

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
l

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

に
解

し
博
士

の
所
謂
鷺
宮

衝
突
問
題

の
外

に
伺
救
貧

問
琴
敢
脅
衛
生
問

題
'教
育
問

題
'感

化
問

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

題
'失
業
問

題

及

び
見
童
問

題
を
包

む
は
勿
論
其
他
民
事

及

び
刑
事
裁
列
問

題

を
も
亦
敷
禽
問

題

と
し
て
列
畢

し
允

S
の
で
あ

る
｡

経

っ
て
民
事
裁

判
問
題

も
亦

民
事

政
策

だ
し

て
敢
昏
政

策

の
J
l
に
数

へ
た

い
の
で
あ

る
.

(証

〓
第

1
審
(曝
｣地
方
裁
朗
)民
事

訴

熟
総
数

年

度

明
治
四
十
五
年

大
正

元
年

大
正

二
年

大
正

三
年

啓

受

二
七
､二
五
〇

三
〇
､〇
五
三

三
国
'六
二
三

新

受

一八
七

'三
四

七

二
〇
〇
､七
〇
三

二
二

一'四
五
五



大 大 大 大 大 大 大 大
正 正 正 正 正 正 正 正

四
〇
､〇
七
重

四
四
'七
三
三

E
六
'
六
四
九

四
三
'四
二
九

四
三
'
二
〇
九

四
三
'五

六
三

五
四
'
六
〇
五

五
九
､九
九
一

二
三
八
'四
〇
茸

二
二
六
'八
四
八

1
八
四
'
六
三
八

二
ハ
九
'〇
六
〇

二
ハ
五
､
g[0
0

1
七
七
'
八

二
五

一
九
八
'
八
九
八

二
二
二
､
三
〇
九
l

二
七
八
､四
八
〇

二
七

l
t
五
八

一

二
三
〇
､
二
八
七

二
1
二
､四
八
九

二
〇
八
'六
〇
九

二
二
一
'
三
八
八

二
五
三
'五
〇
三

二
八
三
､八
〇
〇

(註

〓
)第

l
客

の
訴

語
物

の
金
額
及

び
見
積
倍
額

大 大 大 夫 大 大 大 大 大 大大明
正 正 正 正 正 正 正 正 正 正正治年

四
十 十
一 十 九 八 七 六 五 匹l三 二元五度
年 率 年 年 率 年 年 年 年 年年率

金

網
町

一
九
'七
九
九
､〇
六
九

二
二
'九
七
B
It
二
四
二

二
八
､七
八
二
､九
四
二

三
二
九
四
七
､
八
五
二

三
五
'八
八
五
､四
五
五

三
一
'
二
一
五
､八
四
八

e
I七
.
六
二
六
､
五
二

六
九
､
八
六
八
'
三
四
八

1
二
三
.
一
二
四
'
六
五
三
L

〓
ハ
九
'八
七
六
､八
九
享

見
積

倍
額

1
0
'
三
六
三
､八
六
五

二

三
10
凶
'
三
三
七

一
三
二

七
八
､
四
四
五

1
二
､〇
九
〇
､七
1
0

1
二
'
八
九

1,
六
五
七

一
三
､
三
二
四
'
1
八
八

l
八
'
二

五
､八
〇
二

二
七
､
二
一
四
､六
〇
四

四
三
3
1二
一
五
､〇

四
七

三
九
'九
二
七
､
六
二
二

三
八
'九
八
五
､八

一
二

第
三
十
八
番

へ
七
八
三
)

論

説

民
事
政
発
と
群
議
士
制
度
(
其

こ

計

三
〇
二

六
二

､
九

三
四

三
四
､
二
七
八
'
五
七
九

四
1
.九
六
1
.
三
八
七

四
四
､〇
三
八
七五
六
三

四
八
'
七
七
七
､
二

三

四
四
'五
四
〇
､〇
三
四

六
五
'七
四
四
1
1三
三

九
七
'〇
八
二
'九
五
三

1
六
六
'
四
三
九
'七
〇
〇

一
八
〇
'五
八
九
'〇

五
五

二
〇

八
､
八
六
二
'
七
〇
五

第
玉
髄

二
九



第
三
十
八
馨

(
七
八
四
)

論

説

民
事
政
策
と
軒
護
士
別
度
(英

一
)

第
五
携

三
〇

ヽ

ヽ

ヽ

等

世

の
所
謂
賓
菜

家

は
謂

ふ
所

の
露
済

問

題

だ
か
貧

富

衝
突
問

琴

己
か
労

働

問
題

}J
か

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
一

ヽ

に
は
大

に
注
意

を
沸

は

る
る
が
民
事
裁

判
問

題

に

は
傍
ら

注
意

を
沸

は
れ

在

S
o

前

記

の
如

ヽ

ヽ

-
年

々
新

ら

し
-

三
億
高
風

以
外

の
倍

額

の
詐

認
事

件

が
顔

は
れ

る
､こ
れ

が
迅

速

に
行

-

か

ヽ

ヽ

購

た

叉
廉
個

に
街

-

か
は
直
接
問
題

に
自

己

に
影
響

を
及
ぼ

す
も

の
で
あ

る
〓

般

経

済

上

に

及

ぼ
す
影
響

は
兎

も
角

も

だ
L

v
)む
例

へ
ば
現
今

1
大
証

諮
事

件

と
し

て
世

上

に
知
ら

れ

て

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

一

ヽ

居

る
川

崎

薯

大
倉

の
事

件

在
や

を
考

い
t,J
見
れ

ば

底
ぐ
到

る
｡

此

の
事

件

が
早

-
終

結
す

る

や
否
や

は
督
尊

者

た

る
川

崎

及

び
大
倉

氏

に
取

-

て
大

影
響

が
あ

る
は
勿

論

で
あ

る
､幾
千
高

風

ド
ニ
器
ふ
事

件

が
早

-
終

結
し
従

っ
て
其
債

務

が
勝
訴

者

に
早

-
支

沸

は

さ
る

rJ
E
に
在
れ

ば

勝
訴

老
自

身

の
澄
済

上

に
取

ら

で

の
利

益

は

大
覆

る
も

の
で

あ

り
其

結

果

は

右
詐

談
普
聾

ヽ

ヽ

者

W
取

引

し

て
居

る
者

に

ど
ら

で
も
大
影
響

が
あ

る
J

又
其
訴

畝

に
付

き

人
嚢

が
多

-
要

す

る
や
否

や

79
右
詐

諮
皆

事
者

に
大
利
害
編
係

あ

る
は
勿
論

の

乙
}J
在
れ

せ

叉
之

れ

TJ
取
引
あ

る
人

々

に
も

大

影
響

を
及
ぼ

す

rJ
qJ
は
前

だ
異

怒
ら

在

S
c

川

崎

薯
大
倉

事

件

は
珍

ら
L

s

ヽ
ヽ

ヽ
p

ヽ

書
ヽ

ヽ
ヽ

大
事
件

だ
し

て
暫

-

描

-

も
訴

額

の
何

十
寓

喝
何
高

風

}J
云

ふ
事

件

が
裁

判

所

に
繋

慮

す

る

乙
}J
は
珍

ら
し

-

な

い
.胞
等

の
事
件

の
終

結

に
長

さ

時

を
要

す

る
や

叉

人
糞

の
多

き

を
要

す

る
や
否

や

も
亦
訴

悉
皆
聾

者

に
は
勿

論
之
れ

に
直
覚
間
接
利
害

隣

係

あ

る
人

に
大
影
響

を
及



ぼ
す

は
明
瞭

で
あ

る
G

rJ
紅

に
拘

ら

ず
所
謂
賓

業
家

は
他
人

問

の
詐

漁
事

件

の
進
行

及

び

入

費

等

に
付

で
は

一
向

中
東

で
あ

る
楼

で
あ

る
が
廃

し
其

利
害

関
係

の
及
ぼ

す

rJ
E
を
考

へ
て

見

れ
ば
他

人
問

の
訴

謎
だ

か
ら

ご
て
我

不
蹄

蔦

で
屠

る
静

に
街

か
覆

い
の
で
あ

る
.

左

れ
ば

吾

人
は
世

の
所

謂
欝

柴
家

に
於

七
も
大

に
民
事

改
発

に
注

意

を
沸

は

る
る

rJ
.,J
を
切
望

す

る

の
で
あ

る
｡

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

P

P
'
P
'

P

ヽ
ヽ
ヽ

l
世

の
木

鐸

k
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る
普
通
訴

洛
事

件

の
封
席
終

局
判

決
言
渡
ま

で
(訴
状

提
出

よ
h
)の
審

理

期

尚

の
百
分

比
例

表
(V
Jg
.
D
eutSChe
J邑
山z
I
S
ta
t
ir3t
i
k
)

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

(イ
)協
裁

判

所

の
分
(第

一
審
)

年

度

1
九
〇
八
年

1
九
〇
九
年

1
九

10
年

1
九

二

年

一
九

一
二
年

一
九

二
二
年

三
月
以
内

一

三
月
以
上

1
年
以
内

五
四
'四

五
三
､四

五
四
､九

五
三
､
四

五
二
'
八

五
1
.九

四
〇
'四

四

1.拘

四
〇
､
三

四

一､
⊥･I

四

1
.六

四
二
三
一

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

盲
)地
方
裁

判
所
身
(第

l
審

亡
し

て
の
)

六
月
以
内

四
九
'〇

四
七
'
〇

四
六
､
〇



)
九

二

年

一
九

一
二
斡

一九
二
ニ
年
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

､
ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

-

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

1

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

(A
)地
方
裁
判

所

及

び
控
訴
院
(何
れ

7g
第

二
審

だ
L

y
)の
分

地

方

裁

判

所

年

度

-
九
〇
八
年

一
九
〇
九
年

一
九

10
年

一
九

二

年

一
九

一
二
年

一
九

1
三
年

irr月
日
内

六
八
.
1

六
八
､
八

六
八
､〇

六
八
'

九

六
八
二

六
七
'
三

六
月
以
上

一
年
以
内

二
凶
'
七

二
三
､九

二
四
'〇

二
凹
､
四

二
四
'
五

二
四
ヽ
六

控

訴

院

六
月
以

四
五
､

四
二
､O

E
I
l
､
八

三
九
'
二

四

1
､
三

四
四
'
三

六
月
以
上

一
年
以
内

三
二
､九

三
四
､
四

三
四
､
五

三
五
'
四

三
三
'〇

三
三
､
一

衰

蔓

拙
稿
猫
逸

民
革
訴

諮
法

の
改

正
前
掲
参

照

五

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

t

P

民
事
事

件

の
裁

判

を
適
切

に
且
迅
速

及

び
安
佐

に
す

る
手
段
､即

ち

民
事

事

件

覆

る
所

ヽ

ヽ
ヽ

謂

病

的

現
象

の
治

癒

の
遣

ち
方

は
何
ん

で
あ

る

か
ご

れ
豊
要

の
問
題

で
あ

る
trJ
れ

が
本
間

の

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

緊

要

在

る
目
的

で
あ

る
O

第
三
十
八
巻

(
七
九

一
)

論

説

民
事
政
男
と
粁
諸
士
制
度
(
英

二

第
五
坊

三
七



第
三
十
八
魯

(七
九
二
)

論

説

民
事
政
発
と

押
詰
士
制
度
(
其

l.
)

第
五
求

三
八

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

適
切

覆

る
裁
判

を
迅
速

に
且
安
伍

に
得
ん

だ
せ
ば
漏

ら
民
事
事
件

の
み

在
ら
ず

刑
事

事
件

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

に
付

て
79
食

ら
で
あ

る
が
0

番

】
に
法
律

の
完
備

が
必

要

で
あ

る
'賓
鯉

法

だ
云
は
ず

事
績
路

ヽ
ヽ

だ
云
は
ず
胎

で

の
法
律

が
完
全

に
具
備

す
る

こ
E
を
要

す

る
.

第

二
に
法
律
を
適
用

し
且
事

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

件

を
裁

判

す

る
列
挙

が
良

好
で

あ
る

fJ
E
を
要
す

る
Q

又
麓

三
に
訴

諮
代

理
人
た

る
締

護

士

が
良
好

で
在
け
れ
ば

懲
ら

伯
の
で
あ

る
｡

左
れ
ば

民
事

政
策

を
講
究

せ
ん

乙
W
は
叙

上

三
個

の
rJ
E
に
付

き
考
察

し
な
け
れ
ば
な
ら

取
の
で
あ

る
が
第

l
及

び
第

二
の
鮎

は
暫

-
他

日

の

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

翰
究

に
譲

り
窪

に
は
童

だ
し

て
第
三

の
問

題

光
る
摺
護
士
及

び
之
れ

に
直
接

最

も
関
係

あ

る

法
律

の
み

の
制

定

の

rJ
w
に
付
き
研
究

せ
ん

F,)
す
る

の
で
あ

る
O

六
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

､

r

前

記

の
良
好

在
る
摺
護

士
(君

-
は
列
撃

}J
は
何

を
云
ふ

か

三

吉
ふ

に
常

識
あ

り
且

置

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

廟

に
富

め
る
人
士

で
あ

っ
て
伺
法
梓

に
は
勿
論

其
他

の
畢

議
に
通
ず

る
者

で
あ

り
雪
路

の
詞

'
_
'
_

'
r

P

'
'
'
P
I
P

'
'

'
'
'
P

F
P
'
P

を
以

て
通
俗

的

に
云

へ
ば
畢
問

の
あ
る

人

で
且

駿
け

目
の
覆
い束
が

付き

両
も
揺き

所
に
手

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

の
屑
-
人
士

だ
云
ふ

乙
W
で
あ

る
｡

斯

る
樺

護
士

を
得

ん

に
は
如

何

に
せ
ば
宜
き

か
ど
云
A

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

に
勿
論

大
難
問

で
種

々
在

る
手
段
方

故
を
要
す

る
に
は
相
違

な
き

も
其

の

1
は
縛
護
士
養
成



Jr
'

'

P

(A
usbitdu
n
g
)
の
仕
方

で
あ

る
｡

rJ
れ

に
は
先
づ
学

校

に
於

ゆ

る
法
梓
其
他

の
も

の

の
教

授
方

ヽ

ヽ

ヽ

法
を

考
慮
し
'紘
梓

家
養
成

だ
し

て
の
授
業

方

法

が
適

切

で
あ

る

rJ
だ
を
要

す

る
(所
謂

漁
備

教

ヽ

ヽ

_

ヽ

ヽ

育
PfJ
の

こ

と
に
付

で
は
論
究

す
る

乙
だ
多

々
あ

る
も
今

は
之
れ

を
省

-
)O
次

に
は
摺

護
士

試

_

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

補

だ
し

て

の
養

成
が
必

要

で

あ

る
､我
制

度

に
於

で
は
韓

護
士

試

補

U
L

で
の
養

成

が
な

S
o

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

'

〓
'

我
国

に
於

で
は
坪

護
士

だ
在

る
に
は
稗

護
士

と
し

て

の
犠
家

試
覇

に
及

第

rb
S
す

れ

ヽ
ヽ

ヽ

ば

大
挙
卒

業

者
及

び
其
他

の
受

験
資

格

者

は
鑑
ぐ
縛

護
士

の
資

格

を
得

る

乙
だ
が
氾
準

塀

藩

士

法
第

二
億
､裁

判

所
梼

成

法
第

五
十

八
健
)'徒
e
て
訴

諮
代

理

人

だ
し

-}
裁

判
所

に
於

て
普
事

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

者

の
褒

め

に
群
論

す

る

乙
だ
が
出
凍

る
も

の
で
あ

っ

て
別

に
縛

護
士

試
補

だ
L

y

の
養

成

を

_

'
'
'

'

p

'
'
'

'

必
要

だ
し
な

S
の
で
あ

る
｡

此

の
鮎

は
判
事

た

る
rJ
と
,<SJ
得

る

の
資

格

kJ
大

に
異

在

る
所

で

ヽ
l
ヽ

あ

る
｡

両

者

の
問

に
差
異

が
あ

る
'今

其
差
異

を
明
瞭

在
ら

し

め
ん

が
盛

砂
に
は
党

づ
判
事
資

ヽ

ヽ
ヽ

格

の
獲
得

の

こ
ぞ
を

二
一1日
す

る
を
便

利

だ
す

る
｡

'
'

'
'
'

P

I

P

'

'

'
_

'

'
'

'
'

P

P
'
'

'

我

国

に
於

て
判
事

だ
覆

る
に
は
国
家

試
験

に
及
第
し
且

司

法
官

試

補

だ
し

て
の
革

移
修

習

_
ヽ

ヽ

ヽ

が
必
要

有

る

の
み

な
ら
ず
侍
其
上

に
判
事
考

試
(所
謂

薯
制

度

の
麓

二
回
試

琴

に
食

格

す

る

こ

k
J
を
婁

す

る
O

現

今

司
法
官

試
補

と
し

て
の
賓

渉
修

習
期

間

は
事
茸

上

7
年

六

月
義

別

所
構

成

法
第

五
七
億
薩

で
あ

っ
て
曲

の
賢
務

修
習

を
経

へ
七
か
ら
判
事
考

試

に
食

格
せ

ぬ
ば

怒
ら

第
三
十
八
金

(七
九
三
)

論

説

民
事
改
発
と
坪
苦
土
制
定
(英

一
)

第
五
携

三

九



第
三
十
八
巻

(
七
九
四
)

論

説

民
事
改
発
と
好
漢
士
制
度
(
其

こ

第
五
戟

四

〇

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

沿
｡

然

る

に
摺

護
士

だ
盛

る
に
は
右

の
如
き
質

務
修

習
を
必
要

･d
せ
ず
且
考
試

を
経

る

こ
と

む
も
必
要

だ
し
在

S
.

是

に
由

七
看
れ
ば
国
家

は
判
事

だ
蹄
護

士

だ
は
同

7
畢
識

及

び
経
巌

を
有

し
居
ら
な
-

ど
も
可
-
蹄

藩
士

は
判
事

よ
り
も
畢
識

及

び
荘
勝

に
於

y
多

寄

で

も
苦

しヽ

-

在

い
W
云
ふ

こ
ぞ
を
象
証
し

て
居

る
様

な
も

の
で
あ

る
O

今

日

の
裁

判

は
前
途

の
如

-
剣
.

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

革

だ
蹄

護

士

}J
の
協
力

に
基

-

79
の
だ

ビ
云
ふ

て
差
文

へ
在

S
.徒

で
蹄

産

土
も
刑
事

と
少

-

7g
同

一
程
度

に
良
好

で
在
け
れ
ば

理
想

の
裁

判

を
得

る

rJ
だ
は
困
難

で
あ

る
｡

然

る

に
蹄

護

士

が
判
事

よ

り
も
劣
等

で
79
苦

-
覆

い
だ
す
れ

ば

足
れ
即

ち
裁
判

が
適
切

で
在
-

亡
も
仕
方

な

い
ざ
の

乙
W
を
汲

告

し
置

-
枝

雀
も

の
.で
あ

っ
y
甚

だ

其
意

を
待

覆

い
の
で
あ

る
｡

何

故

徒
凍
蹄

護
士

の
資

格

に
付

y
世

人

が
論
議
し
在

S
の
で
あ
ら

う

か
癖

護
士

そ

の
人

の
側

よ
h

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

進
ん

で
云
々
す

べ
き

も

の
だ
思

は

る
の
で
あ

る
O

稗

護
士

側

で
は
常

に
判
事

に
付

て
良

S
だ

'
'

'
'
'

か
志

S
U

か
'常
識

が
在

S
E
か
､世
間
知

ら
ず
(
W
eltfre
IIIden
)
だ

と
か
ざ
非
難

し

て
居

る
に
拘

ら

ず
自
分
等

の
事

に
付

七
は

l
向

批
評

し
合

は
す

叉
修

習

在
世
に
付

く
の
方

法

を
唱

へ
ら
れ
た

こ
亡
を
聞

か
裸

S
の
は
肉

に
遺
域

の
rJ
E
だ
云
は
ね
ば
在
ら

取
｡

ヽ
ヽ

三
､

滴
泡

で
は
蹄

覆

土

kJ
食

う
得

る
も

の
は
判
事

た

る
資

格

を
有

す

る
79
の

の
み

に
限

るヽ

ざ
定
せ

っ
て
居

り
手
鞠
逸
斡

護
士
法
第

一
健
)而
し

て
判
事

に
任

せ
ら

る

る
に
は
大
挙

に
て
汝



待

望

二
年
間
修

芸

者

が

二
輪

の
酢
郵

貯
駅

に
及

第

す

る

FJ
g
を
要

す

る
亀

の
警

芸

雪
見

ヽ

ヽ

t

.
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

第

一
回
試
験

及
第

の
上

少

-

芝
も

三

ヶ
年
問

裁
判

所
及

び
稗

護
士

に
就
農
其

一
部

は
叉
検
事

局

に
就
き
萱

務

を
修

習
し

在

け
れ
ば

怒
ら

甲

乙
の
修

習

を
了

へ
て
第

二
回

の
試
験

を
受

け
之

れ

に
食

格

す

る

乙
だ
を
要

す

る

の
で
あ

る
O

斯

-

の
如

-
猶
逸

に
在

て
は
耕

護

士

}J
慮

る

の

ど
判
事

に
任

せ
ら

る
る

ど

の
傑

件

に
付

y
何

の
差

別
も

覆

い
'斯

-
あ

ら

て

こ
を
良
蹄

護

士

を

得

ら
れ
'従

っ
て
適
切

の
裁
判

を
得

ら
れ

又
迅
速

に
其

の
裁

判

を
得

る

rJ
だ
が
出
凍

る

の
で
あ

る
O

P
'
'

'

'
'

l
'

'
'
l

司
牲

普

局

で
は
党
般

蒸
蹄

護

士

法
改

正

の
議

が
あ

っ
て
蹄

護

士

養
成
(縛

護

士

見
習
制

度
)の

rJ
だ
を
定

め
ら
れ
ん

}J
の

乙
}J
で
あ

る
が
､rJ
れ

は
尤

も
覆

る

rJ
w
で
あ

っ
て
司

法
官

試
補

}J

同

じ
-
修

習

を
虜

し
且
瑠

護

士

の
考

聾
第

二
回
試
験
)に
食

格

し
た

も

の
で
在
け
れ

ば
縛

護

士

}J
慮
れ

伯
だ
定

む

べ
き

が

重
曹

で
あ

る
｡

只
其
修

習
期
間

を
riJ
の
位

に
す

る

か
叉
其
修

習
方

法

を
如

何

に
す

べ
き

や

が
大

に
問
題

で
あ

る
｡

今

日
で

は
前

に
述

べ
た
如

-
司

法
官

試

補
修

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

習
期

間

は
事
賓

上

は
一

年

六
月
位
(法
律

で
は

7
年

六
月
以

上

だ
あ

b
)で
あ

る
が

こ
れ

は
良
判ヽ

事

を
得

る

の
方

法

だ
し

て
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